
課題①
（様式３－１－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課題で
あるか 4 2

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地区）
の選定は適切であるか 2 4

③関係機関とうまく連携して活動して
いるか 4 2

④活動（活動方法、時期、手段）は適切
であるか 2 4

⑤専門的な技術・情報を活用して効果
的な活動が行われているか 1 5

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や成
長に効果が上がったか 1 5

・新品種の取組が活発に行われている。
・直播技術、再生二期作の確立が進んでいる。
・生産者の利益向上が期待できる。

・引き続き支援していく。
・今後も話し合い活動の中で、中耕培土の実践
支援や新品種導入における課題把握、解決策
支援を行っていく。

⑦他の課題や他農業者、地域への波
及性があるか 1 5

⑧結果が十分でないものは今後の対
策が考えられているか 5 1

令和７年度外部評価会　集計表（農業者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

・地域住民の意見をまとめる中で、関係機関の助言
等が行われて良かった。

・引き続き支援していく。

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体制・
活動方法

項目 評価の視点

集落営農組織の活動支援（南薩地域を支える担い手の育成）

所属名： 南薩地域振興局農林水産部農政普及課

課題①
（様式３－２－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上、重
要な課題であるか 7

・大豆の生産性向上、営農組織の活性化は重要なことで
あるので、課題選定は適当である。

・大豆の生産性向上について、関係機関と連携しながら、
引き続き支援していく。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 5 2 － －

③関係機関と連携して活動して
いるか 2 4 1

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 3 4

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 3 4

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか

1 6

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 1 6

⑧他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか

3 4

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 3 4

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体制・
活動方法

・地力窒素の分析が２日程度で可能になったことは、適正
施肥、コスト低減につながることから、その周知にも力を
入れていただきたい。
・ドローンの操縦技術の向上対策をやってほしい。
・経営体の労働力確保対策、経営支援を強化する取組等
の提案がほしい。

・地域と連携した行事開催や運営に対して地域住民から
の助言等の事例を提供していく。
・経営相談会で経営診断結果を基にした助言や中長期営
農計画作成支援、労働時間を把握し、作付計画の検討等
個別に支援している。

・引き続き支援していく。

項目 評価の視点

集落営農組織の活動支援（南薩地域を支える担い手の育成）

所属名： 南薩地域振興局農林水産部農政普及課

活動の
成果

・市との共有はあるが、ＪＡとの情報不明。

・個別支援については、個別経営相談会、栽培技術指導
を行っていいる。引き続き支援していく。
・地域住民へ働きかけ、協力依頼する等労働力確保に向
けて活動している。引き続き支援していく。

・減肥により収量が向上した点は評価します。データ実証
を重ねていって、地域への普及をお願いします。
・減肥の実証を継続して、栽培技術の確立･普及に取り組
んでほしい。



１ 南薩地域を支える担い手の育成                      

 集落営農の活動支援  

 

１ 対象                               

（１） 川辺地域集落営農組織 １１組織 
 

２ 課題を取り上げた理由                          

（１） 担い手農家や集落営農組織において，水 
田の転作や裏作として，大豆やそば等の

生産が行われているが，湿害等で単収が

低い。 
（２） 高齢化が進み，人材不足が問題となって 

いる。 
（３） 集落営農組織で地域の農地を引き受け 

ているが，中山間地の小区画田が多く生

産性が低い。 

３ 活動の内容及び成果             

（１） 個別相談会の開催 
集落営農組織７組織に対して，経営の向

上を図るため，個別相談会を実施した。組

織体制，経営，労働力，栽培技術について課

題を整理し，改善策を提案した。 

 

 
 
 

（２） 中長期計画作成支援 
 集落営農組織に１組織に対して，ヒト，ト

チ，モノ，カネを把握する経営資源を点検，課

題を整理し中長期経営計画を作成した。計画

をもとに農業経営改善ロードマップの見直し

を行うことができた。 
 

 

 

１ 集落営農組織に対して，資源点検を基に中長期計画を作成，課題を整理し，農業経営改善

ロードマップを見直すことができた。 

２ 集落営農組織の後継者となる若手農業者に対してプロジェクト活動を支援し，栽培技術の

向上につながり，組織の大豆単収アップの要因となった。 

３ 話し合い活動により，大豆栽培の基本技術の実践や新品種の導入が図られ，単収向上が期

待される。 

成果の要約 

個別相談会の実施 

中長期計画作成の支援 検討内容と改善策検討 

資料２



 

 
 
（３）若手農業者の育成支援 

個別相談会の課題整理で，組織の高齢化に

より後継者の確保が必要となっている。１組

織の若手雇用者に対して，栽培技術研修会や

プロジェクト活動の支援を行った。プロジェ

クト活動では大豆栽培における難防除雑草

の除草体系の検討を行った。除草剤を組み合

わせ，実証区を設置し，２回の茎葉体系が有

効であると実証された。また，青年農業者会

議でプロジェクト発表を行った。プロジェク

ト活動を行うことで栽培技術の意欲向上に

つながり，組織の大豆単収については２倍と

なった。 

  
 

（４） 大豆の収量向上支援 
ア 基本技術の励行（中耕培土の実践） 

    大豆の栽培については，大豆播種後，約

20 日後に中耕培土を実施するが，ほとんど

の組織が行っていない。単収向上のため１

組織が中耕培土を実施し，収穫調査の単収

が昨年の平均単収の 1.4 倍となった。 
 

 
 
 
イ 話し合いによる大豆の新品種導入 
川辺地域の集落営農組織では大豆を

76.6ｈa 栽培しており，面積割合では

31.5％と最も多く栽培している。近年，

単収が減少している。話し合い活動に

より，難裂莢性品種「そらみのり」を試

験的に導入した結果，収量調査では，

単収が４倍となった。しかし，小粒が

多いことから，栽培過程における課題

抽出・検討や販路等について検討する

必要がある。 
 

 
 

４ 今後の課題               

（１） 集落営農組織の経営安定 
（２）リーダーの世代交代による経営継承 
（３）集落営農組織の話し合い活動の充実，実

践 

５ 担当した普及職員（〇はチーフ）   

〇木村，基山，立和田，内門，潟山 

栽培技術研修会を開催 

 中耕培土を実施 

そらみのりの現地検討 

資源点検による課題整理 














